
●キーワード：交通インフラ、耐候、防錆、リペア、高耐久部材、信頼性評価、先端評価技術
●連携先業種：運輸業、製造業（輸送用機器）、製造業（石油・石炭製品）、電気・ガス・水道業

●樹脂部材・金属部材上に高機能セラミックコーティングの実現
●樹脂基材上に従来より２倍以上の高い発熱能力有する透明ヒーターの形成に成功
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インフラの高機能・高耐久化に資する
コーティング技術の開発

研究課題
未来社会に向けたインフラ部材の高度化(撥水,耐候性,防錆,耐久性)と信頼性・先端評価技術の開発
研究体制：先進製造技術(エレ・製造)/先進計測及(計量・標準)/信頼性評価技術（材料・化学）

現行の交通インフラでは、道路照明（高所）、標識の劣化、メンテナンス、視線誘導製品、防護柵、透明防音壁
（樹脂）など、風雨、紫外光、塩害による劣化、更には積雪、悪天候などによる視認性の低下・機能停止による事
故、危険な点検交換作業などの課題があります。また、次世代の道路のICT化に向け、通信インフラや監視カメラ
の積雪等による通信障害やデータ誤認識などの課題が想定されます。こうした課題を解決するため、本プロジェク
トでは、産総研独自の先進コーティング技術による部材の撥水、高耐候・防食及び高機能化（視認性向上）と信頼
性評価、先端評価技術を開発し、インフラ保全、メンテナンス作業簡素化と同時に交通安全の向上を実現します。

先進コーティング技術:低温高機能無機膜の形成
薄膜信頼性・先端評価技術

顕微ラマン分光法を用いたミクロ構
造の評価及び信頼性支配因子の解明分光による光結晶成長メカニズムの解明

温度サイクル試験 高温放置試験 熱衝撃試験
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結晶化過程を様々な波長で計測

非晶質領域

60
70
80
90

400 600 800

透
過
率

[%
]

波長 [nm]

検出器

結晶化領域

結晶化

200 400 600 800

ラマンシフト (cm-1)

局所領域の構造を分子振動により計測
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交通インフラにおける課題例
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